
２月１４日（金）に、第４回学校運営協議会が

開催されました。今回は、前回の学校運営協議会

で提案された重点８項目を絞り込んでいくグルー

プ協議（以下、「熟議」と記します。）が中心でし

た。熟議では、それぞれ貴重な意見が交わされました。以下、その概略について記述します。

１ 全体会
本日の熟議の内容について、小林会長より、以下の提案が

ありました。

・重点８項目の中から、３～４項目に絞り込むこと。

・絞り込んだ３～４項目の具体的実現に向けて、計画を作成

していく必要があること。

・学校運営協議会委員で、絞り込んだ３～４項目実現に向け

た活動推進部会を立ち上げること。

・絞り込みから外れた項目も今後取り組まないというのでは

ないこと。

上記の提案に、異議は出なく、絞り込みの手順については、 【全体会・活動項目の決定】

学校運営協議会委員の一人一人が、重点８項目から個別に３項

目を選び、カードにその理由も書く作業を行い、熟議に入りました。

２ グループ協議（熟議）
上記の項目毎に、学校運営協議会委員が３グループに別れ、重点８項目の中から、３～４項目に

絞り込むための熟議を行いました。絞り込みの熟議では、様々な貴重な意見が出されました。以下

は抜粋です。

放課後学習支援活動

・学力向上は、親、子ども、学校、地域、全

てのニーズ。

・各学年の学習内容が十分に理解できていな

い児童を対象にして、協力者は、地域の有

志とする。

読み聞かせ活動の拡充

・子どもたちに感動を与えられ、得られるも

のが多くあると思われる。

・子どもたちのコミュニケーション不足を補

い、情操面を育てたい。

・学校にとって必要性を感じる。ウィン・ウ

ィンの関係づくりに非常によい取組になるの

では。

花壇及び中庭の芝生整備活動

・子どもたちが「つどう場」にしたい（ステ

ージの活用）。豊かな心を育てたい。

・芝生は、県が進めようとしている事業にの

る。学校西側の花だんも含め、委員会の児

童と地域の有志で。

・花のある学校、思いっきり体を動かせる環

境

学校と地域連携の災害避難訓練

・過去の大地震等による学校と地域の連携も

必要不可欠と思います。

・防災は本市の重点施策であり、リンクさせ

た方が負担軽減につながるため。

・地域の方に学校の施設を知ってもらい、万

が一の時の対応に備えてほしい。
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３ 全体会（熟議内容のまとめ）
各班より、熟議で話し合われた内容について発表を行った。班ごとに重点８項目の中から選んだ

３項目を発表しました。

【読み聞かせ活動の拡充 】は、３班全てから選出された。

【学校周りの花壇及び中庭の芝生整備活動 】が２つの班か

ら選出されました。

【地域の方との合同あいさつ運動及び市民一斉清掃参加】

も２つの班から選出されました。

上記の結果より、【読み聞かせ活動の拡充 】、【学校周り

の花壇及び中庭の芝生整備活動 】、【地域の方との合同あい

さつ運動】を推進していくことになりました。

その３つの活動項目それぞれに活動推進部会を作ることも

了承された。３つの部会には、学校運営協議会委員が所属 【全体会・活動項目の決定】

し、部会長も決定されました。ただし、３つの活動項目以外の項目も必要に応じ、検討・実施して

いくことも確認し合い、今後は、推進していく活動については、指針となる『行動計画』を作成し

ていくことが決まりました。

さらに、十小学校運営協議会の活動を地域に周知していく活動を今後も継続して行っていくこと

を決め、閉会となりました。

４ 今後に向けて
先行実施重点項目は、上記３項目に【放課後学習支援活動】も加え、各部会ごとに、『行動計画』

を作成していきます。詳細につきましては、今後随時、お知らせしていきます。ご理解・ご協力を

よろしくお願いします。

地域の方との合同あいさつ運動及び市民一

斉清掃の参加

・学校も地域も元気になる、つながる活動。

・あいさつができる子どもに育ってほしい。

・取り組みやすく、地域と子どもたちの関わ

りができる。親子で参加しやすい。

・コミュニティ・スクールの活動を知っても

らい、他の活動項目の呼び水にしたい。

地域の方と作物栽培

・児童と地域の方がともに活動できるよい機

会。ウィン・ウィンの関係ができやすいの

では。

・授業の中へ、地域の方がお手伝い。

・作物がどのように生長し、結実するのか、

子どもたちに見てほしい。見て触って、体

験してほしい。

朝ご飯食堂

・実際が分からない現実がある。人的、費用

面的なことは、今後考えることですが。

・夏休みに考えてもいいのでは。親が働いて

いる昼間に、子どもの昼食が手薄になること

もあるのでは。

地域の歴史を伝え合う

・子どもたちの「将来の夢」の応援になれば

よい。

・児童の社会科の学習時において、地域の歴

史を学ぶ必要があれば。

【読み聞かせ活動の拡充 】 【学校周りの花壇及び中庭の芝生整備活動】

【地域の方との合同あいさつ運動及び市民
一斉清掃への参加】

【放課後学習支援活動】

十小コミュニティ・スクール事務局

７４－８７３３（担当：田野入又は教頭）


